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図1 酸化スズスバッタ膜を用いた水素センサーの感度
蒸発法によるナノ粒子膜としては酸化テルリウムのナノワイヤー膜と酸化タングステンス
ポンジ膜を開発検討した．酸化テルリウムナノワイヤー膜を用いたガスセンサーについては
その製法と室温動作について検討した．図2がナノワイヤーの写真であり， N02,NH3,H2Sに
対して感度があることが分かつた．
酸化タングステンのスポンジ状多孔質膜は筆者等が製作した図3のガス中蒸発装置で作製
した．この装置では容器内を真空に排気した後，窒素と酸素を導入して（1～lOOTo汀）タング
ステンフィラメントに通電して赤熱させると，タングステンは表面から順次酸化される．表
面に生成した酸化タングステンは順次昇華して煙となり，基板上に微粒子膜が堆積する．こ
れを適度な温度で熱処理すると図4のようなスポンジ膜ができる．
このスポンジ膜は多孔質な酸化タングステンスバッタ膜よりも高い N02ガス感度を示した
ので金などの不純物を添加することによって超高感度の N02センサーとなる可能性がある．
次年度はこの点検討し，環境規準 50ppbの低ガス濃度で感度 10以上を達成したい．
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図2 酸化テルリウムナノワイヤー
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図3 ガス中蒸発装置
(3）プロジェクト成果
図4 酸化タングステンスポンジ膜
酸化テルリウムナノワイヤー膜の合成とガスセンサーへの応用に関する内容について発明
届けを提出し，大学の資産とすることとされた．
(4）プロジェクト成果の応用・効果・構想、
(5）利用施設
超微細加工装置と走査型ブ。ロープ顕微鏡を用いた．前者はセンサーに用いる櫛形電極の作
製に月約 1回利用した．また，後者はガスセンサーに用いた酸化スズスパッタ膜の表面形状
観察に月約1回用いた．
